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バ
イ
オ
マ
ス

名古屋市から
ごみ焼却設備更新工事を受注

発
電
能
力
６
０
０
０
ｋ
Ｗ
か
ら

１
万
ｋ
Ｗ
に
引
き
上
げ
へ

富田工場（名古屋市中川区）既存建屋を再利用
名古屋市富田工場（竣工当時）▶

原発建設計画に翻弄される上関町。現在、同町の上
盛山展望台には風車建設計画も進む。目の前にひろ
がる海は、『鳩子の海』の舞台にもなった

上関町の上盛山展望台付近（風車建設計画地）

テ
レ
ビ
朝
ド
ラ
『
鳩
子
の
海
』
に
つ
い
て
の
評
論

佐
藤
建
吉

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
㉟

も
、
テ
レ
ビ
に
写
っ
た
候
補

の
顔
や
外
見
、
そ
し
て
発
言

が
、
得
票
を
左
右
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
候
補
者
は
大
変

気
張
る
と
聞
く
。
最
近
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
方

が
む
し
ろ
双
方
向
性
や
国
際

性
、
そ
し
て
利
活
用
の
容
易

性
に
軍
配
が
上
が
り
そ
う
で

は
あ
る
が
、
な
お
テ
レ
ビ
の

力
は
大
き
い
。

先
述
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
10
年
後
、
１
９
７
４
年

４
月
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ

れ
た
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
は
、

『
鳩
子
の
海
』
で
あ
っ
た
。

こ
の
番
組
が
１
年
間
の
朝
ド

ラ
の
最
後
で
あ
っ
た
と
い
う

が
、
私
は
す
で
に
学
生
や
勤

め
を
し
て
い
て
、
そ
の
全
部

は
観
て
い
な
い
が
、
今
回
は

そ
の
話
題
で
あ
る
。

２
０
１
１
年
の
３
・
１
１

後
、
イ
ギ
リ
ス
の
関
わ
り

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

し
て
い
た
折
に
、
次
の
よ
う

な
論
文
に
出
会
っ
た
。”Hato

る
。
そ
れ
は
、
ア
ジ
ア
研
究

ジ
ャ
ー
ナ
ル
誌
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
）

の
２
０
１
１
年
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
、
３
・
１
１
の
出

来
事
を
踏
ま
え
て
執
筆
さ
れ

た
長
編
の
論
文
で
あ
る
。
趣

旨
は
『
鳩
子
の
海
』
と
関
連

付
け
ら
れ
た
日
本
の
歴
史
や

政
治
に
つ
い
て
の
論
述
で
あ

り
、
外
国
人
に
よ
る
視
点
と

し
て
興
味
深
く
思
っ
た
。

『
鳩
子
の
海
』
は
、
広
島

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
山
口

県
の
岩
徳
線
の
鉄
道
線
路
上

を
一
人
で
さ
ま
よ
う
未
就
学

の
女
の
子
（
鳩
子
）
を
、
連

隊
か
ら
逃
れ
た
脱
走
兵
（
天

兵
）
が
助
け
よ
う
と
し
て
二

人
が
出
会
う
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
る
。
鳩
子
は
、
そ
の
後
、

現
在
、
原
発
の
建
設
問
題
が

有
名
な
、
山
口
県
上
関
町
で

養
育
さ
れ
る
と
い
う
設
定
で

あ
る
。「
鳩
子
」
は
、
平
和

を
象
徴
す
る
名
前
と
し
て
養

育
先
で
名
付
け
ら
れ
た
。

彼
女
は
、
定
時
制
高
校
を

卒
業
す
る
と
東
京
に
暮
ら
し

た
が
、
一
緒
に
育
っ
た
優
子

の
紹
介
で
、
東
海
村
原
子
力

研
究
所
に
勤
務
す
る
清
久
と

結
婚
し
、
そ
の
地
で
暮
ら
し

た
が
、
精
神
的
に
疲
れ
、
家

出
し
離
婚
し
た
。
が
、
そ
の

後
、
清
久
の
子
を
産
み
東
京

で
育
て
た
。
当
時
は
、
公
害

が
激
し
く
、
子
供
を
守
ろ
う

と
、
郷
里
と
な
っ
た
上
関
に

戻
っ
て
暮
ら
す
ま
で
の
鳩
子

や
社
会
の
機
微
が
、
そ
の
ス

ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
脚
本
家
・
林
秀

彦
の
作
品
で
あ
り
、
当
時
の

深
い
社
会
情
勢
に
由
来
し
、

大
江
健
三
郎
の
影
響
も
あ
る

と
い
う
。
番
組
制
作
に
当
た

っ
て
は
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ら

が
周
到
に
議
論
し
ス
ト
ー
リ

ー
や
場
所
を
を
企
画
し
た
と

い
う
。
そ
の
結
果
、『
鳩
子

の
海
』
は
平
均
視
聴
率
が
47

％
を
超
え
、
同
じ
く
話
題
と

な
っ
た
９
年
後
の
朝
ド
ラ
の

『
お
し
ん
』
に
次
ぐ
高
視
聴

率
で
あ
っ
た
。

マ
ー
テ
ィ
ン
ら
の
論
文
で

は
、
戦
後
の
日
本
が
、
原
子

力
発
電
の
増
大
と
い
う
歴
史

的
背
景
を
、
日
本
と
日
本
社

会
の
文
化
や
習
慣
を
詳
し
く

分
析
し
評
論
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
日
本
の
戦
略
や
攻

略
、
あ
る
い
は
対
応
に
つ
い

て
の
切
り
口
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
生
き
た
教
科
書
と
し

て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
マ

ー
テ
ィ
ン
は
、
日
本
の
原
子

力
発
電
に
対
す
る
日
本
人
の

感
覚
を
、
「
原
爆
」、「
第

五
福
竜
丸
」
で
作
ら
れ
た

「
核
ア
レ
ル
ギ
ー
」
と
し

て
の
懸
念
を
背
景
と
し

て
、
政
府
と
電
力
会
社
の

二
者
と
、
自
治
体
、
地
元

組
織
、
住
民
な
ど
の
関
係

を
、
『
鳩
子
の
海
』
の
ス

ト
ー
リ
ー
と
関
連
付
け
て

上
関
を
対
象
と
し
て
事
例

研
究
し
て
い
る
。

目
的
は
、
第
一
に
原
発

誘
致
に
お
け
る
日
本
の
特

徴
で
あ
る
「
根
回
し
」
の

Columnテ
レ
ビ
の
持
つ
力
は
、
ど

こ
の
国
で
も
同
じ
で
大
き
い

と
い
え
る
。
国
に
よ
り
情
報

公
開
の
規
則
や
取
り
扱
い
に

差
は
あ
る
が
、
視
聴
者
は
、

テ
レ
ビ
の
持
つ
リ
ア
ル
な
画

像
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
報
道

力
に
脱
帽
か
も
し
れ
な
い
。

１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
日
米
で
の

衛
星
放
送
の
予
行
の
際
に
飛

び
込
ん
で
き
た
Ｊ
・
Ｆ
ケ
ネ

デ
ィ
大
統
領
の
暗
殺
事
件

は
、
テ
レ
ビ
の
も
つ
報
道
力

の
実
証
で
あ
っ
た
。

米
国
の
大
統
領
選
挙
で

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

す
る
こ
と
は
、
我
々
が
日
本

の
ポ
ス
ト
福
島
の
原
発
の
将

来
を
考
え
る
た
め
に
、
極
め

て
重
要
で
あ
る
と
、
述
べ
て

い
る
。

私
は
、
２
０
１
３
年
に
、

『
鳩
子
の
海
』
の
上
関
を
レ

ン
タ
カ
ー
で
訪
ね
た
。
風
光

明
媚
な
島
影
に
、
私
は
む
し

ろ
風
車
の
立
つ
景
色
を
想
像

し
た
。
い
ま
、
上
関
町
の
上

盛
山
に
風
力
発
電
が
町
営
で

実
施
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
と

い
う
。
町
議
会
で
の
質
問
に

対
す
る
町
長
の
次
の
答
弁
を

歓
迎
し
た
い
。「
風
力
発
電

の
計
画
は
財
源
の
確
保
が
一

番
の
目
的
で
財
政
の
安
定
を

図
り
、
町
民
の
生
活
を
守
る

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
、
今
考
え
る
唯
一
の

策
だ
と
思
う
」

『
鳩
子
の
海
』
で
天
兵
が

作
詞
し
た
も
の
を
鳩
子
が
即

興
で
口
ず
さ
ん
だ
歌
が
あ
っ

た
。
次
の
文
句
で
あ
る
。

日
本
よ
日
本

愛
す
る
日
本

緑
の
日
本

青
い
海

日
本
よ
日
本

わ
し
ら
が
お
国

ま
だ
守
れ
る
ぞ

時
間
は
あ
る
ぞ

ど
ど
ん
が
ど
ん

ko Comes Home: 
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and 
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で
あ
る
。
著
者
は

マ
ー
テ
ィ
ン
・
デ

ュ
ー
シ
ン
ベ
と
ダ

ニ
エ
ル
・
ア
ル
ド

リ
ッ
チ
の
二
人

で
、
マ
ー
テ
ィ
ン

は
、
イ
ギ
リ
ス
の

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル

大
学
の
講
師
で
、

近
代
日
本
史
を
専

攻
と
の
こ
と
で
あ

重
要
性
、
第
二
に
原
発
の
設

置
提
案
に
お
け
る
地
域
と
地

元
の
複
雑
性
、
第
三
に
現
代

日
本
の
市
民
社
会
の
自
治
体

レ
ベ
ル
の
特
性
、
を
上
げ
て

い
る
。
特
に
、『
鳩
子
の

海
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
戦

後
か
ら
約
３
０
年
の
時
代
に

つ
い
て
、
そ
の
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
取
り
上
げ
た
公
害
か
ら

逃
れ
て
郷
里
に
戻
っ
た
鳩
子

の
心
境
と
、
３
・
１
１
で
の

原
発
の
危
険
性
か
ら
の
回
避

を
重
ね
て
い
る
。

マ
ー
テ
ィ
ン
は
、
３
・
１

１
の
生
起
に
よ
り
、
原
発
の

地
域
問
題
に
如
何
に
対
応
す

る
か
が
重
要
で
あ
る
と
、
結

論
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
、
も
は
や
一
地
域
の

問
題
で
は
な
く
、
こ
こ
で
得

ら
れ
た
答
え
は
日
本
の
原
発

問
題
へ
適
用
で
き
る
も
の
と

な
り
、
地
方
市
民
社
会
の
構

築
と
運
用
、
居
住
地
で
の
リ

ス
ク
回
避
、
日
常
へ
の
電
力

会
社
の
介
在
や
中
央
政
府
の

補
助
金
策
へ
の
対
応
、
安
全

に
つ
い
て
の
徹
底
議
論
、
が

要
点
と
な
る
と
指
摘
し
て
い

る
。
ま
た
、
戦
後
の
原
発
産

業
の
歴
史
や
原
発
を
推
進
し

た
地
方
市
民
社
会
の
歴
史
、

役
割
と
影
響
に
つ
い
て
理
解

上関町

ガス化コジェネ電熱供給／ＣＯ２・木炭も有効利用へ

農園内エネセンター稼働開始

ＪＦＥエンジニアリング

ガス化装置のメイン通路（提供：エア・ウォーター）

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、
同
社

グ
ル
ー
プ
内
で
農
業
事
業
を
担
う

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
農
園
・
安
曇

野
菜
園
（
長
野
県
安
曇
野
市
）
に

コ
ジ
ェ
ネ
設
備
を
導
入
。
５
月
24

日
に
稼
働
開
始
し
た
こ
と
を
発
表

し
た
。
導
入
さ
れ
た
の
は
新
た
に

建
設
さ
れ
た
「
安
曇
野
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」
だ
。

コ
ジ
ェ
ネ
の
設
計
・
製
造
・
施
工

は
Ｚ
Ｅ
エ
ナ
ジ
ー
（
東
京
都
港

区
）
が
担
当
し
た
。

燃
料
と
し
て
地
域
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
を
活
用
す
る
ガ
ス
化
コ
ジ

ェ
ネ
で
、
熱
出
力
３
８
０
０
㌗
、

エア・ウォーター農園・安曇野菜園（長野県安曇野市）

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
は
５
月
９
日
、
愛
知
県
名

古
屋
市
か
ら
ゴ
ミ
焼
却
プ
ラ

ン
ト
の
設
備
更
新
工
事
を
受

注
し
た
と
発
表
し
た
。
休
止

中
の
富
田
工
場
（
名
古
屋
市

中
川
区
）
の
既
存
建
屋
を
再

利
用
し
、
ス
ト
ー
カ
方
式
焼

却
炉
一
式
の
設
備
更
新
を
行

う
。
受
注
金
額
は
１
６
７
億

円
。
工
事
は
３
月
８
日
に
開

始
し
て
お
り
、
完
了
は
２
０

２
０
年
６
月
30
日
を
予
定
し

て
い
る
。

更
新
工
事
は
、
既
存
の
建

屋
を
壊
さ
ず
に
そ
の
ま
ま
利

用
し
て
、
内
部
の
プ
ラ
ン
ト

の
み
を
更
新
す
る
こ
と
が
特

長
だ
。
１
日
あ
た
り
１
５
０

㌧
の
処
理
能
力
を
持
つ
ス
ト

ー
カ
方
式
焼
却
炉
を
３
炉
設

け
、
日
量
合
計
４
５
０
㌧
の

処
理
が
で
き
る
施
設
規
模
と

な
る
。
な
お
、
既
設
プ
ラ
ン

ト
の
解
体
撤
去
工
事
は
、
同

社
の
受
注
範
囲
外
で
、
市
が

別
途
発
注
す
る
。

名
古
屋
市
で
は
、
ご
み
処

理
全
体
の
将
来
計
画
と
し

て
、
２
０
０
８
年
に
「
名
古

屋
市
第
４
次
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
」
を
定
め
た
。

年
間
の
ご
み
処
理
量
を
２
０

０
８
年
度
の
70
万
㌧
か
ら
16

万
㌧
を
削
減
し
、
２
０
２
０

年
度
に
は
54
万
㌧
と
す
る
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

同
市
の
可
燃
ご
み
は
、
４

工
場(

南
陽
工
場
、
猪
子
石

工
場
、
五
条
川
工
場
、
鳴
海

工
場)

で
処
理
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
南
陽
工
場
は
、
稼

働
中
の
他
の
工
場
の
約
３
倍

の
処
理
能
力
を
有
し
て
お

り
、
同
工
場
の
設
備
更
新
を

行
う
際
に
は
処
理
能
力
が
大

き
く
不
足
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
で
同
市
は
、
北
名

古
屋
工
場(

仮
称)

の
建
設

と
、
現
在
休
止
中
の
富
田
工

場
の
設
備
を
更
新
し
、
再
稼

働
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

更
新
工
事
に
あ
た
っ
て
、

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

は
、
高
温
空
気
の
吹
き
込
み

や
低
空
気
比
燃
焼
な
ど
の
高

度
燃
焼
技
術
、
高
温
高
圧
ボ

イ
ラ
の
採
用
に
よ
り
、
発
電

能
力
を
従
来
の
６
０
０
０
㌗

か
ら
１
万
㌗
に
引
き
上
げ
る

こ
と
を
提
案
。
ま
た
、
焼
却

時
に
発
生
す
る
排
ガ
ス
中
の

塩
化
水
素
や
硫
黄
酸
化
物
を

低
減
す
る
処
理
技
術
も
導
入

す
る
。

75
Ｍ
Ｗ
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ガ
ス
化
発
電
事
業
展
開
へ

福
島
県
い
わ
き
市
の
グ
ル
ー
プ
企
業
工
場
で

エア・ウォーター

木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
用

い
て
バ
イ
オ
マ
ス
専

焼
と
す
る
。
発
電
所

の
出
力
は
約
７
万
５

０
０
０
㌗
と
す
る
計

画
だ
。
実
現
す
れ
ば

国
内
最
大
級
の
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
施
設
と

な
る
。
運
転
開
始
は

２
０
２
０
年
の
予
定
。

産
業
ガ
ス
大
手
の
エ
ア
・

ウ
ォ
ー
タ
ー
（
大
阪
市
中
央

区
）
は
５
月
19
日
、
新
た
な

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
検

討
開
始
を
発
表
し
た
。

検
討
さ
れ
て
い
る
の
は
、
同

社
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ
る
日

本
海
水
（
東
京
都
千
代
田
区
）

の
小
名
浜
工
場
（
福
島
県
い

わ
き
市
）
で
の
流
動
床
ボ
イ

ラ
式
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

事
業
。
同
地
の
福
島
県
環
境

影
響
評
価
条
例
に
基
づ
く
環

境
影
響
評
価
の
検
討
が
開
始

さ
れ
て
い
る
。

燃
料
と
し
て
ヤ
シ
ガ
ラ
や

発
電
し
た
電
力
に
つ
い
て

は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
基
づ
く
売
電
を

検
討
し
て
い
る
。
加
え
て
、

発
電
電
力
を
自
社
消
費
と
す

る
こ
と
で
、
同
社
の
主
力
事

業
で
あ
る
ガ
ス
事
業
用
電
力

を
確
保
す
る
こ
と
も
将
来
的

に
は
検
討
す
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電
施
設

の
主
要
機
器
配
置
予
想
図（
提

供
：
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
）


